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人口減少と高齢化が進行する地

方都市では、地域公共交通と連

携した「コンパクト＋ネットワーク」の都市構

造を指向することが求められていますが、地

域公共交通の再生や再構築に関する取り組

みを契機に、市民の交流機会を増やす「交

通まちづくり」を戦略的に展開することで、

地域内あるいは地域間の経済循環を高める

ことが期待されます。私は、公共交通サー

ビスの提供が 市民のアクセシビリティ

（Access to Service）を向上させ、それが生
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活の質（Quality of Life）向上や地域産業の

活性化に結び付くというシナリオが成立し

得るかについて、各地のフィールド研究を通

じて、実証的にアプローチしています。

こんなこと
できます！

全国各地の地域公共交通会議等に委員やアドバイザーとして参画する傍ら、フィールドにおける実

証分析と定量的アプローチを含めた理論構築の双方から研究を進めています。公営・民営バスの

共同運行を契機としたバス路線網の再構築、運賃低廉化施策（八戸市）、地域組織による移動手段

の確保（山形市、佐井村）など多数の取組があります。

主な著書に『生活支援の地域公共交通』（学芸出版社、共編著）。

「地方部や小規模集落の地域公共交通と交通政策基本法」

（運輸と経済75（6）、 pp.52-60）など、論文も多数。

地域公共交通の再生から「まちづくり」をプロデュース

私たちの研
究室自慢！

具体的な連携、事業化のイメージ

行政、公共交通事業者、観光関連産業、地域組織

地域交通システム・政策・制度、公共交通事業経営

会津若松市内の酒蔵や店舗で特典を受けられる「おちょこ

パス」を会津バスさんと開発しました。会津塗の「おちょこ」

がバスの一日乗車券になり、酒蔵の試飲でも使えるユニー

クな取り組みです。

　みなさんは「お出かけ」するとき、移動

手段として何を利用しますか？マイカー

という方が多いことと思いますが、地域

の鉄道やバスといった公共交通が衰退す

ると、お出かけの機会が制限されてしま

う人が増え、街も車ばかりで楽しく歩け

る空間が失われてしまいます。人は移動

するとき様々なニーズを持っています。

最近では、インターネットの普及により、

家にいながらモノやサービスを調達する

ことができますが、人が実際に移動する

ことで初めてコミュニケーションが生ま

れ、街の賑わいにつながります。そのた

めには、地域公共交通の活性化が不可

欠なのです。

　私は、これまで全国各地で、まちづくり

と公共交通を結びつける取り組みを行っ

てきました。例えば、青森県八戸市では、

路線バスを利用して、観光、昼食、街歩

きを楽しむバスパックを提案し、好評を

いただいています。また、最近では、ゼ

ミの学生が飯坂温泉を古地図で巡る「飯

坂今昔散歩」というパンフレットを作成

しました。街歩きを楽しみながら、飯坂

電車沿線の新しい魅力を発見してもらえ

ればと思います。

　公共交通は、街と人とをつなぎ、街を

活性化させる「血液」のようなものだと

思います。この血液をうまく循環させる

ためには、行政、事業者、市民が一体と

なった取り組みが必要です。公共交通を

再生させることで、どんな人でもお出か

けしやすい社会を実現し、魅力的なまち

づくりに繋げていきたいと考えています。

［専門分野］地域交通・観光政策、まちづくり、地域経済

【プロフィール】東京都立大学大学院都市科学研究科博士課程修了。首都大学東京都市環境学部助教などを経て、2013 年4
月より現職。青森県八戸市、南相馬市をはじめ、全国各地の地域公共交通政策に携わり、「現場での実践」に基づく理論構築
に努める。
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